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 もうすぐバレンタインデー。チョコをあげたりもらった
りする人もいるかもしれません。友だちにあげる「友チ
ョコ」が最近は多いみたいですが、気になるあの子にあ

げる、なんて人はドキドキです
ね。でも、もらう方だってドキド
キなんです。

  『にんきもののひけつ』の
主人公けいたは、1つだけチ
ョコをもらいました。クラス
の人気者、こまつくんは27
個もらったのに…。この違い

は何か探るため、けいたはこまつくんの観察を始
めます。そして彼の意外なにんきもののひけつを
知ることに⁉ちょっと笑ってしまう結末ですよ。こ
の本は4冊シリーズで、こまつくんが主人公の話、
けいたにチョコをくれた女の
子の話、こまつくんを好きな
女の子の話もあります。ちょ
っぴりドキドキで、男の子が
読んでも女の子が読んでも
どれも楽しいお話です。
ドキドキするのは好きな人が
いる時だけではありません。
『どきどきしてる』という絵本には、いろいろな生き
物が、様々な理由でドキドキしている場面が出てき
ます。にわとりは朝一番に大きな声を出してどきど
き、さなぎはもうすぐちょうになりそうでどきどき。
犬は走って、しまうまはライオンの気配を感じて、そ
れぞれどきどき。どきどきは、生きている証拠なので
す。みなさんはなににどきどきしているでしょうか。
  『アリーチェと魔法の書』のアリーチェは13歳の誕
生日に、ある手紙をもらいドキドキが止まらなくなり
ます。魔法の呪文を記した本を守る「守り手」をして

いるアリーチェの家には、夜に
なると魔法使いがそれを読み
にやってきます。魔法使いに憧
れるアリーチェは13歳になっ
たら祖母の後継者として守り
手になる決意をしました。とこ
ろが儀式が行われるその日、予
言者からの手紙をもらいます。
「危険が迫っている」「嵐ととも
に四つの名を持つ魔女をたずねよ」などと書かれて
いました。誰にも話せず、そのまま大勢の魔法使いに
見守られて儀式は始まり、アリーチェは震えが止まり
ません。見えてはいけないものが、しっかりと見えて
しまったからです。さらに世界で1冊の魔法の書をバ
ラバラに壊してしまい…？トラブル続きでアリーチェ
とともにハラハラドキドキ、ぐんぐん引き込まれるお
話です。
  ドキドキといえば、怖い話 ！ という人は『怪談』はい
かがでしょう。今ドラマでもやっている小泉八雲作の
怪談が10話入っています。八雲はラフカディオ・ハー
ンというアイルランド人ですが、妻の小泉セツから聞

いた怪談を英語で再話しまし
た。「雪女」「ろくろ首」「耳なし
芳一」などは聞いたことがあ
る人もいるかもしれません。
芳一は亡者に連れ去られそう
になり、体中にお経を書いて
もらいます。夜中、亡者に呼
ばれ続けますが身動きせず
座禅を続けました。芳一は自

分の心臓の音でたおれてしまいそうになります。さ
て、無事に朝を迎えられるのでしょうか。他の話も怖
く不思議で、美しくもあります。みなさんも、
このドキドキを味わってみてください。
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した企画展示や特集を柔軟に展開できるのは、この複

合施設ならではの強みだと感じています。

　図書館では、日々利用者の方からさまざまな調べ

ものの相談（レファレンス）を受けています。その記録

はエクセルで管理していたのですが、職員同士で話

題になることが多かったのが、「本のタイトルの覚え

違い」でした。

　例えば、『桐島、部活やめるってよ』を「おい桐島、お

前部活やめるのか」と覚えていたり、『ぐりとぐら』を

「ウサギのできそこないが 2 匹でてくる絵本」と表現

されたり。こうした事例を2007年ぐらいにホーム

ページで紹介したところ、SNSで大きな反響がありま

した。その反応をきっかけに、出版社の方からお声が

けをいただき、2021年10月には書籍化につながり

ました。タイトルは利用者が『100万回生きたねこ』と

いう絵本名を間違えて伝えてきたことに由来しており

ます。図書館の日常業務の中にある出来事が、多くの

方に楽しんでいただけたことは、嬉しい経験でした。

　司書の仕事の中心にあるのは、レファレンスと呼ば

れる本や調べものの相談の対応です。利用者の「これ

を知りたい」「調べたい」という思いに寄り添い、資料を

手がかりに答えへと導いていきます。

　この仕事の魅力は、利用者の知的好奇心に「相乗り」

できる点にあります。一つの相談を通じて、自分自身も

新しい分野や視点に出会い、知識が広がっていく。体

系的に整理された資料を活用しながら、利用者の困り

ごとや疑問を一緒に解きほぐしていく過程は、司書な

らではのやりがいだと感じています。本や調べ物が好

きな人にとって、日々発見のある仕事だと思います。

　AIの普及によって、情報は以前よりも簡単に手に

入るようになりました。それでも図書館には、変わら

ない、重要な役割があると考えています。

　図書館には、体系的に整理された信頼性の高い資

料があります。基本的な資料から専門書まで、一定

のルールに基づいて配架されており、自分で考え、

調べ、答えにたどり着く力を育てる役割が図書館に

はあります。

　また、実用書などを中心に1万点の本を24時間

いつでも閲覧できる電子書籍サービスを導入して

おり、時代に合わせたサービスの拡充も進めていま

す。一方で、人と人が緩やかにつながる「物理的な

場」としての図書館の価値は、これからも変わらな

いと感じています。

　図書館の資料収集には、大きく二つの軸がありま

す。一つは、利用者のニーズに応える需要重視の選

書。もう一つは、その分野にとって重要かどうかを重

視する価値重視の選書です。

私自身も大学で「図書館情報学」を学び、司書資格

を取得しました。現場に立つ中で、目の前の要望に

応えることと、将来にわたって残すべき資料を選び

続けること、その両方が図書館の役割であると実感

しています。

　図書館は、使えば使うほど面白さが分かってくる場

所だと思います。本棚を眺め、手に取って読んでみる

と、同じ分野でもさまざまな視点で書かれた本があ

ると気づきます。図書館で、世界を広い視野で見る体

験をしてみてください。

「不思議だな」「もっと知りたいな」と思ったときには、

ぜひ図書館に来て、調べてみてほしいです。昔の雑誌

や新聞も含め、これだけ多くの資料を無料で利用でき

る場所は、実はとても貴重な存在です。図書館での発

見が、世界を広げるきっかけになれば嬉しいです。




